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編集室から

世界の歴史は分断から統合へ進む歴史である。大航海時代、産業革命、インターネット

革命をへて、地球の時間的・空間的距離は圧縮されてきている。経済的にみれば、現代は

グローバル資本主義の時代であり、牽引役は多国籍企業である。

多国籍企業とは2カ国以上で事業を行う企業のことである。簡単に言えば、本国以外の国

に対外直接投資をし、生産やサービスの提供をする企業である。この言葉が使われるよう

になったのは、1960年と比較的新しいが、実体は19世紀に登場していた。独電機会社ジー

メンスと米シンガーミシンが歴史上最初の製造業の多国籍企業だという。輸出に代えて外

国に工場を設立していった。多国籍企業はこうして市場を確保する一方、受入国に雇用の

機会、最新技術、経営ノウハウを提供していった。

グローバル化の波は、2度の世界大戦などで停滞するが、中国が開放政策に転じた1979年

ごろから再び進展する。今日では世界で6万社の多国籍企業が80万社以上の海外関連子会社

を支配しているという。バリューチェーンの様々な段階を世界中で展開する国際生産シス

テムが構築されている。この結果、今では世界貿易の半分が企業内取引で占めるまでにな

った。多国籍企業のことを知らずして、世界経済を理解できないのだ。

多国籍企業やグローバル資本主義に対しては、富める国と貧しい国の格差を拡大したと

いった批判もある。著者も植民地主義など負の歴史を認め、勝者と敗者への分裂を生むと

はしながらも、プラス面も評価する。何よりも多国籍企業は適切な制度的条件や公共政策

の下であれば、富を創造する推進者として機能した。グローバリゼーションの結果、世界

はより豊かで健全な場所になった。これに対し、20世紀に試みられた社会主義からは経済

的成功を導くような代替モデルは生み出されなかった、というのだ。

最善ではないが、これが現実なのだろう。そうだとすれば、我々は多国籍企業や対外直

接投資をもっと良いものにしていく必要がある。しかし、21世紀になっても、人類は多国

籍企業を統治していくための国際法的な枠組みを未だに構築しえていない。世界貿易機関

のような組織がある貿易と比べると大きく立ち遅れている。これが課題だと分かる。

本書は日本についても頁を割いている。外国から技術を移転して近代化を果たしたこと

や戦後の外資政策の流れなども分かる。対外、特に対内直接投資のレベルが低いことへの

警告に素直に耳を傾けるべきだろう。

名前しか知らない欧米の多国籍企業の生成から発展のドラマがコラムなどで豊富に紹介

されており、索引も詳細で多国籍企業事典として活用できる点も有り難い。著者は、経営

史家でヨーロッパ独自の多国籍企業研究で有名な英レディング大学経済学部の中心メンバ

ーだったが、最近、米ハーバード・ビジネススクールに招かれたという。米国が支配して

きた多国籍企業理論の終りを告げるエピソードでもあると訳者らは指摘している。（青）

編集後記
昔の仕事仲間と読書会が始まった。土曜の午後なのに仕事が片付かず、遅れて2次会に駆けつける。食事を

とりながらまだ議論が続いていた。課題図書は小田実さんの遺作となった『中流の復興』。格差社会を憂え、人

間は競争をするために生まれてきたのではないと語っているのが心に強く残った。

小田さんのバックボーンは大学で学んだギリシャ古典文学だという。そんな小田さんに話を聞いてみたかっ

た。「M&Aのことをどう思いますか」と。競争社会を生み出すものだ、と否定するだろうな。こう反論してみ

たかった。「だけど、M&Aは経営資源の再配置、究極のリサイクルですよ。旧来の支配から解放し、新しい可

能性を引き出す一面もあります。ギリシャの哲学者も万物は流転すると言っているじゃないですか」と。（開）
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